
  

 

研究課題名：クレーン式往復撹拌大型発酵プラントの開発

研究担当者：
 株式会社 岡田製作所    設計・開発部 渡辺  昇 
                    営業技術部  荒木 明雄

成果を一言で言えば： 

 従来の直線開放型発酵施設（スクープ式）と比較して、施設建設費が安価となる撹拌装置を開発
しました。

研究の概要： 
クレーン式発酵プラントは、建屋全体を一槽として槽全幅（例えば２０m～３０m 幅）に跨り槽全長を
前進・後退するガーターフレームに直立型スクープ式撹拌機を搭載し、その撹拌機は、ガーターフ
レームの前進後退に合わせて正転逆転する。撹拌機自体もガーターフレーム上を横移動する構造
となっています。 
 従来のスクープ式撹拌機は、前進時のみ撹拌運転を行い帰路は撹拌運転をしていませんがクレ
ーン式撹拌機では、往復とも撹拌運転が可能であるため時間的ロスがなく実働時間が長く撹  拌
面積が広い大型の施設に適しています。 
 またクレーン式撹拌機のもう一つの特長は、従来型のスクープ式撹拌機の問題点である高含水
率  の原料の撹拌羽根への付着による搬送能力の低下を防止するため、撹拌羽根に付着した原
料を強  制的に削り取る機構として撹拌羽根を回転させ付着面と堆肥の接触抵抗で付着原料の
剥離を行い  ます。

成果の概要： 

 初期の目的である建設費を低減させることには成功しました。（10ton/日処理規模で約 600万
円）しかし約2年の試運転の結果  
 ①搬送量が予定の約60％しか確保出来ず投入量確保の為長時間運転を強いられてしまう。 
 ②撹拌羽根を回転させる機構に構造上及び耐久性上、解決しなければならない問題点が発生し
てしまった。 
 以上２点の問題点の解決の為鋭意努力中でございます。

研究成果が畜産環境保全技術として実際に活用されると思われる場面： 

 大規模な堆肥化処理を必要とする畜産家に特に有利な施設と考えています（問題解後）。

研究成果が畜産環境保全技術として実際に活用するための条件： 
 堆肥化処理は、従来通りの方法ですので特別な条件等はありません。

成果を反映した実証施設等の有無：

 有りません。

成果を反映した特許等の取得又は製品化の有無・その他：
 特許取得 １件

この成果に対する問い合わせ先・担当者： 

株式会社 岡田製作所    営業本部  関田 和三郎 
                  設計・開発部 渡辺 昇   

TEL 0276-74-3838    FAX 0276-74-5818

研究装置の概略、研究構成の概略、成果をよく表現するデータの図表等： 



＜図－３＞

1、 ＜図－１＞は従来の直線開放型、＜図－２＞はクレーン式往復撹拌プラントのそれぞれの平
面図です。＜図－２＞には各槽を仕切る擁壁が存在していない為建設コストを低減出来ま
す。また＜図－１＞の右側に存在している「移動台車」も不要になります。

2、 ＜図－３＞は撹拌装置の概略構造図です。

3、 撹拌羽根は機械の進行方向によって回転方向が逆転します.

4、 撹拌羽根は作業面（進行方向の前方)では水平になり、非作業面（「戻り」と称しています)では
垂直となって回転します。

5、 撹拌装置の最上部及び最下部で撹拌羽根が回転する事により上記状態を作ります。

6、 撹拌羽根の回転機構は回転用ガイドレールと復帰動作用カムで構成し、復帰動作用カムは
油圧シリンダ作動させます。

7、 撹拌部の横移動をスムーズにする為の「回転プロペラ」が下部軸に装着してあります。回転プ
ロペラの駆動は撹拌羽根駆動軸よりチェンで伝達します。


